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　 The 　 ether 　 extracts ［A ⊃ of
“Nanshikon ”

（1瞼 cγ o ’o ” z ゴα euchroma 　 PAuLs ）and
“K 愚shikon

”

（Lithospermum 　 erythrorhi20n 　 SエEB ．　 et　Zucc ，）were 　submltted 　 on 　 columnchrQmatQgraphy 　 tQ

yield　petro 正eum 　 ether 　 soluble 　 fraction　［B ］．　Frac．［B ］ was 　 extracted 　 w 量th　 acetone ［C］，
which 　 was 　columnchromatographed 　to　 elute 　 shikonin 　derivatives．　 Each 　 content 　 of ［A ］，

［B］，［C］in “Nanshikon ”
was 　twice 　 than 　 those 　 of

‘［KOshikon ”．　 The 　 total 　 cQntents 　 Qf

shikonin 　 derivatives　 in “NanshikOn ”
were 　three 　times 　higher　than 　those 　 of

‘‘Kdshikon ”．
Frac．　 IB］ was 　treated 　 with 　 NaOH 　 and 　 extracted 　 with 　petroleum 　 ether ，　 in　 which 　 para 揃 ns

and 　alcohGls 　 were 　fDund ．

　 Each 匚A ］，［B］，［Cコ and 　 shikenin 　 derivatives　 except 　 for　 anhydroalkannin 　 inhibited　 the

growth 　 of 　 StaPhyiσcoccus 　 auret ‘s，　 StaPhylococcus　 epidermidis ，　 Sarcina　lutea，　Bacillbls　 St‘∂彦ilis，
but　 no 亡 tha亡 uf 　Escherichia　 coii

，
　 Pseudomonas 　 aeroginosa ．　 Each ［A ］， ［B］， ［C ］ and 　 some

shikonin 　derivatives　inhibited　 a 　little　the 　 growth 　 of　 Sacchaア o” zッces 　 cerevisiae ．

　第 8改正 日本薬局方 に よ る と ， 紫根 は ム ラ サ キ 〔LithosPermum 　o）eicinale　L 　 var ．　 erythrorhizon 　 MAxlM ．） の 根

と 規定 され て い るが ，現在市場 で は 軟紫根，硬紫根 の 2 種類 の 紫根 が 流通 し て い る．こ れ らの 原植物 は 明 らか に 異 な

る もの で あ る が，用 途 に つ い て は 全 く同
一

で あ る た め ，著者 らは 軟 紫 恨，硬 紫 根 の 類似 点 お よ び相 異 点 を 明 らか に す

る 目的で こ れ らの 研究 を行 な っ た ．

　禾口紫根 （LithosPermum 　offcinale 　L ．　 var ．　 erJlthrorhiaon 　 Pt｛Axlrvl，）　か らは shikonin4 ）

［la］，　 acethylshikonin4 ）

1

［lb］ が単離 され ， まナこ粗脂肪
5 ） が 検出さ れ て い る ．硬紫根 （LithosPe〃 mzti ・n 　erythrohizon 　 SIEB ．　 et 　 Zucc ．）

か ら　ββ
一dimethylacrylshikonin6・P 匚Ic］，　isobutylshikonin6a＞ 匚ld：…，　 IS

−hydroxyisova 旦erylshikonin6b ）
［le］，　 deoxy

shikonini 〕
［II］ が 単離 され ，

　 isovalerylshikonini） ［Ig］ と　α
一methy1 −n −butylshikon三n1 ）

：lh］ とが 混合物 と して

f尋られ，　また 軟紫根　　（il4acrotomia 　euchroma 　PAuLs）7）
　か ら　teracrylshikonin6b）　［lf］，　 II1），　 anhydroalkanninL ）

匸III］ が 単離 され ，そ の 構造 が 明 らか に され て い るが，軟紫恨 と硬紫根 の 中 に 含 ま れ る shikonin 誘導体 の 量 的比 較
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．
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の 報告
S｝ は 少な い ．

　一方，紫根の ア セ トン エ キ ス
s），shikeninLo ），あ る い は軟紫根よ り単離

工1）
され た shikonin お よ び ［Ib］，匚lc］，

［le］，［lfコ の 抗菌 力 検定 よ り，抗菌力は ，供試検体す べ て に み られ て い る．

　こ れ ら脂溶性成分 に関 し ， さらに 精査す る 目的 で
， 本報 で は軟，硬紫根 の エ ーテ ル エ キ ス の 石 油 工 一テ ル 可 溶部 に

つ い て，細分 画 を 加 え ， 組成 と成分を比較す る と と もに ， 得られ た 画 分 と単離 した shikonin 誘導体 の 抗菌力試験を

行 な っ た ．

結果お よび考察

1，　画分 ［A ］， ［B ］， ［C ］， ［D ］の 重 量比較

軌 硬両 紫根 と も Chart　1．の C
’
と く，エ ーテ ル エ キ ス ［A ］ を比 較的 吸 着力 の 弱い セ ル ロ ーズ 末 を担体とす る カ

‘‘Shikon”1kg

Et20 ue

P，E．　solb ．［B］ residue

evapd ．
acetone 2％ NaOH

Acetone　so 正b．［Cユ
　｝
ppt．

P．Elayer ［D］　　　　 H201ayer

evapd ．

silica　gel　column 　chromato9 ．

Hexane

［D −1］

Hexane・Ethyl　 acetate （E．A ．）

（99．9 ：0．5）

　［D −2］

Hexane ・E．A ．

　 （96 ：4）

　 ［D −3］

alUmina 　 COIUmn

chrOlnato9 ，

Hexane −EA ．（1　 1）

　　　［D −2A 】

Acetone［D −−2B］

recrystn ．　frorn

MeOH

CO10rleSS 　plates

　 ［D −2B
’
］

Chart 　1．　 Fractionation

8） 田中康雄，小谷功，金谷友成 ， 日本薬学会 ng　91 年会 （福岡 1971 年 4 月）講演要旨集 ，　 p．716．

9）岡崎寛蔵，加藤宏，若田 部武男，薬誌 71，101 （1951）．
10）稲 垣 勲 ， 山 崎 （神 田 ）光恵 ，高橋 （勝見）章子，大江和子，柴 田 （松村） 聡子 ，高田 ソ ノ ，名古屋 市立 大学研

　　究年報，15，27 （1967＞．

11） 田中康雄，小谷功，薬誌，92，525 〔1972）．
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ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

に 通導 し，石 油 工 一テ ル で 溶出す る 画分 を 集 め ，石 油 工 一テ ル 可 溶部 ［B ］ を 得 た ．画 分

匚B ］の
一
部 は 石油 工 一テ ル を 留去後，ア セ トン を 加 え，ア セ トン 不 溶の ワ ッ ク ス 成分を除 き，

shikonin 誘導体を 主

成分 とす る ア セ ト ン 可溶部 ［C コ と した ．一
方 ，画 分 ［B ］ の

一
部は 石 油 工

一
テ ル 含有の ま ま，苛性 ソ ーダ 溶液 を 加

え て shikonin 誘導体を ア ル カ リ層 に 移行 し， 画分 匚D ］ を得た ．画分 ［A コ，〔B ］，［C コ お よ び ［D ］ の 紫根 に 対

す る重量比 （TABLE 　I．）を求 め た と こ ろ，軟紫根は硬紫根 に 比 し ，画分 匚A ］， ［B コ，匚C ］は 2倍，画分 ［D ］は 5

倍以 上 の 含有量を示 した．

TABLE 　I．　Yield （w 〆w ％） of　 each 　 Fraction　 of 　Chart 　L 　for “
　Shikon”

for　‘’Nanshikon　tt for “K6shikon 　
”

Fr．［A ］

Fr．［B ］

Fr．匚C ］

Fr．［D ］

8．884

，．973

．252

．12

4，953

．411

．550

．38

　2． 画分 匸C ］中の shikonin 誘導体 の 重量比較

　画 分 ［C コ を シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーで 分画 し，軟紫根 か ら II，　III，　Ic，　Ib，　If，　Ia，　Ieを，ま た 硬紫

根 か ら II，　Ib，　Ia，　Ie お よ び Ig，　Ih，　Id，　Ic　4 成分 の 混合物を得 お の お の 紫根 に 対 す る重 量 ％を TABLE 　II．に 示

し た ．

　こ れ に よ る と ，
II，　Ic，　Ia，　Ie12） お よ び Ib は 両紫根 と も含有 して い るが ，　 Id，　Ig お よ び Ih は 軟紫根 に は 含 ま れ

て お らず ， ま た If は硬紫根 に は含ま れ て い な か っ た ．　 III は硬紫根で は 未検討で あ る．まアこ，主成分 は 軟紫根で は

Ic で あ る が硬紫根 で は Ib，お よ び Ic，　Id，　Ig，　Ih　4 成分 の 混 合物 で あ り，　TABLE 　II・の shikonin 誘導体 の 合 計 重

量 は ，軟紫根 の 方が硬紫根 の 3 倍 に も達して い る ．以上 の 様に ，両紫根 の shikonin 誘導体 の 組成 と含有量 に は 大 き

な 差がみ られ tこ，

TABLE 　II．　Yield （w ／w ％） of 　Shikonin 　Derivatives　for
“Shikon”

Compounds for“　Nanshikon 　
” for “K6shikon ”

deoxyshikonin　［II］
anhydroalkannin 　匚III］

isovalerylshikonin　匚Igコ

α
一methyl −n −butylshikonin ［lh］

isobutylshikonin　匚ld］

ββ
一dimethylacrylshikonin ［lc］

acetylshikonin 　［夏b］

teracrylshikonin　匚Ifコ
shikcnin 　［la］

β
・hydroxyisovalerylshikonin　匚le］

0．0660

．002

（
一
）

（
一
）

（
一

）

1．890
．720

．260

．154

（＋ ）

鴨
6

iiil！・・4si
l・ll！；

Total 3．092 1．049

　3．　画分 ［D ］ の 綱分画物の 比較

　画分 ［D ］は 石油 工 一テ ル 留去後，シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーで 分画 し，展開溶媒 に 応 じて の 溶出物質

の 紫根 に 対す る重量比 を 求 め，TABLE 　III．に 示 した．

　次 に TABLE 　III．の うち ，画分 匚D −1］，［D −2］，［D −3コ の 成分を 若 干検討 した．画 分 匸D−1］ は 両紫根 と も，赤外

線吸収 ス ペ ク トル （IR）， 核磁気共鳴ス ペ ク トル （NMR ）か らパ ラ フ ィ ン 類 と思 わ れ る ．画分 ［D −2］は Chart　1 の

ご と く さ らに 細分 画 した ．軟紫根 の ［D −2B コ は IR，ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

（GLC ） （Fig．1．），質量分析 （MS ）

12）田中ら
1D

は 軟紫根 よ り分離 して い るが，著者 らは 軟紫根 の エ ーテ ル エ キ ス 匚A 〕 の TLCD で ，ス ポ ッ トと し

　　て 認 め た の で TABLE 　II，で は （十 〉 と し た ・
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TABLE 　III．　 Column 　Chromatography 　of 　Fr．［D ］ on 　Silica　Gel

Eluent＊

100n）

99．5− 0．5b）

99− 198
− 296
− 4e〕

95− 590
− 10CHC13MeOH

“ Nanshikon ”
（w 〆w ％〉

“K6shikon ”
（w ／w ％）

Eluted　 WeightYield 　for“Shikon”

2．462

．40

．63

．115

．42

．67
．11
．64
．9

0．0501

．3230

．0120

．0660

．3270

．  550

．1500

．0340
．104

Eluted　WeightYield 　for “ Shikon　”

5，917

．212

．239
．64
．78

．85
．82

．92

．9

0．0330

．0660

．0470

．1i20

．0180

．0340
．0220
．0110
．011

Total ．100．1 2．121 100．0 0．384

＊ Hexane−Ethyl　 acetate 　（vfv 　go＞ a ）
； 匚D −1］，b）

； 匚D・2コJc
）
； 匚D −3］

か ら hexacosenol （C26H5・OH ），
octacosenol （C ≧8H550H ），triac。 nten 。1 （Ca．・HsgOH ） の 3 種 の 高級不 飽和第1 ア ル

コ ール の 混合物 と み な さ れ ，［D −2B
’
］は 元 素分析，　 IR，　MS お よ び 接触還元 の 結果か ら，　 n −triacQntenol （C3。H590H ）

と同 定 され たが，硬紫根 の ［D −2］i の GLC 「3 ）
で は こ れ らの 成分を 検出で きな か っ た．両紫根 と も ［D −2Aコは こ れ

以上 は 検索 しな か っ た ．

　画分 ［D −3］ に は 軟紫根 で は ，IR，　NMR ，　GLC （Fig．1．），MS か ら4 種 の 高級飽和ア ル コ
ール の docosanol （C：2

H4，0H ），tetracosanol （C24H4gOH ），hexacosano1 （C ，，H530H ），octa ；esanol （C2sHs70H ），お よ び高級 不 飽和第 1 ア

ル コ ール 3 種，hexacosenol （C26H5，0H ），octacosenol （Cユ8Hs50H ），triacontenol （C3。
HseOH ）の i昆在 が認 め られた

が ，硬紫根 の 画分 匚D −3］ に は これ ら成分 は検出 され な か っ た．

　以 上 の 様に 画分 ［D ］ の 組成，成分 とも，軟紫根 と硬紫根 との 間 に は ，か な りの 差が み られ た ，

　4． 抗菌力試験

　丁槌 職 ．L り画分．，お よび ．TムP珥 王L   単離成分を主体 に抗菌力試験 を行 な っ t‘．被検菌は グ ラ ム 陽性菌，グ ラ

ム 陰性 菌，酵 母 と し，ま た 試験方法 は 各 検 体 が 脂 溶 性 で あ り，こ れ らの 相対的 な 比較を行 な うた め に は寒天希釈法 で

m 正n 5 1D

mln b 10

Fig．1．　GLC 　of　Fr．［D −2Bコ and ［D −3コ
　　　　 from “

　Nanshikon 　
”
（1．5％ OV −

　　　　 17Qn 　 Chromosorb 　 G，60− 80

　　　　 mesh
，
　 stainless 　 steel 　 column ：

　　　　 φ3．Omm × lm．　 column 　temP ．：

　　　　 240°

，N2 ： 60　ml ／min ，　 atten ，2×

　　　　 102，FID ）

13） a）；recorded 　in　Fig．1．　 b）；1．5％ SE −300n 　Chromosorb　W （60− 80　nlesh ），stainless 　steel　column φ3．0
　　ロml 　x 　l　m ，　 co1umn 　temp ．： 240°

，　N260 　mt ／min ，　atten ．1× 10z，　FID ．

（34 ）
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TABLE 　IV．　 Minimum 　Inhibiting　Concen亡ration （mcg ／ml ）by　Paper　Disk　Method

　　　　　　　　　　　（N ：
“Nanshikon，”K ：

“KOshikon ”
）

Frac．　 NoandColnpounds
山
軌

ON

§
ミ
篭

旨

鴇

§
象
ミ
ヘ

ミ
韆
の

』

N

出
餌

←

り

遷
勉

賦

遷

噂

．
物

の

N

螺
山
臼丶
畏
隱
ミ
k
鵯

隠
気
勉

．
の

h

寓一
Z

竈、
ミ

嚇

ミ
9

ミ
の

cゐ
HN

同

Q
餌

聰丶
ミ
心

凌

り

り

毳

蹇

鳶
◎

頃
崘

O

認
o
塾

曽、
哩

舵
丶
勉

弋
u
り

国

　

　

　

　

　

　

　

　

eq
の

餓

唱
り

O
黛

N

劬
O
し
魅

窩

り

唱

ミ

も

匿馬
O
℃

ミ
唱

超

OO

頃

寸

電
防
駕
ミ
暑

竈
暑
ミ
ミ

ミ
8
轟

　 Frac．［A ］
− N

　 Frac．匚A コ
ーK

　 Frac．こB コ
ーN

　 Frac．［B コ
ーK

　 Frac．匸C コーN

　 Frac．［C ］
− K

　　　　 ［IIコ

　　　　匚III］

　　　　匚lc］

［Icコ十匚ld］十 ［lg］十 ：lhコ

　　　　［lbコ

　　　　［lf］

　　　　［la］

　　　　［Ieコ

　 　 40

　 　 80

　 　 80

　 　 80

　 　 20

　 　 20

　 　 80
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は 適当で な い の で ，ペ ーパ ーデ ィ ス ク 法を 用 い ，阻 止 円 が認 め られ る 最低希釈濃度を 求 め，TABEL 　IV ．に 結果を 示

した ．

　 こ れ に よ る と，各 検体 は 共 通 して ゲ ラ ム 陽性菌 に は 活挫 を示 し，グ ラ ム 陰性菌 に は 不 活性 で あ っ た ．酵 母 に は 5 種

の shikonin 誘導体を除 い て ， やや活性 が み られ た．画分 匸A コ， 匸B ］，匚C ］で の 軟，硬紫根 の 差 は み られな か っ

た ．ま た shikonin 誘導体を主成分 とす る 画分 〔C ］ が 画分 ［A ］，［B コ に 比 して 活性 が 強 く画分 ［A 三 と 匚B ］ と

．の 差 は 少 な く ， こ の こ とは shikonin 誘導体 の 含有量 に 由来 し て い る と考 え られ る ．ダ ラ ム 陽性菌の み を 考察す る

と ，
StaPhylococcus　 aureus ，　Sarcina　lutea，　 Bacillus　subtdis に 対す る 最低阻止濃度は Ia と Ib が 50− 125　mcg ／ml

で ， Ic，　 If，　 Ie は 125− 500　mg ／mt と報告
zl） され て い る が，　 TABLE 　IV．の エ ス テ ル で は Ib，　Ie お よ び Ic，　Id，

Ig
，
　 Ih の 4 成分混 合物，　 If の 順 で 活性 が強 く，Ic が劣 り，同様な 傾向が み られ た ．新物質 Ig1＞ と Ih1） の 活性 は 強

い と想定 され る．非 エ ス テ ル で は Ia と新物質 II1） が エ ス テ ル と同様 に 活性を 示 し，カ ル ボ ン 酸部ある い は側鎖 α 位

・の 水 酸基 の 欠 除 の 影響は 少 な い が，同 じ非 エ ス テ ル の 新物質 IIII） は ，活 性 を 示 さず こ れ ｝ま共役二 重結
・
合が 影響 し て

い る の で は な い か とも考 え られ る．酵母 の SaccharomPtces　 cerevisiae に は 含量 の 多い Ib と Ia とが活性を 示 した ．

　以上 の 様 に ， shikonin 誘導体 の 個 々 の 成分 の 抗菌力に は 相異が み られ る もの の ， こ れ らの 混合物 よ り成 る画 分

［C］は，軟 紫 根 と硬 紫 根 との 問 に 抗菌力の 差 が 無 い の で ，画 分 匚C ］ の 含量 の 多 い 軟紫 根 の 方 が ，用 途 に よ っ て は 有

利 な 生薬 と考 え られ る．

実　験 　の 　部

　融点 はす べ て 未補正．IR は 日本分光 DS−301型赤外分光光度計，　 GLC 　 lよ 日立 K −53 型、　 MS は 日立 RMS −4 型

マ ス ス ペ ク トル メータ
ー，NMR は 日立 R −20 型核磁気共鳴 ス ベ ク トル メータ ー（60　MHz ）に て 内部標準に TMS

を 用 い て 測 定 し，chemical 　shift は δ 値を 示 す．カ ラ ム ク ロ マ トに 用 い k セ ル 卩 一ズ 末，シ リ カ ゲル ，ア ル ミ ナ は

そ れ ぞ れ，東洋 ろ紙 cellulose 　powder ，和光純薬 Wakogel 　C−200，同 じ く活 性 ア ル ミ ナ （300　mesh ）．
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　画分 ［A コ， ［B ］， ［C ］ 細切 した 軟紫根 と 硬紫根 の お の お の 1kg を ソ ッ ク ス レ ー抽出器 （IOOgxlO 回 ） で 40．

時間 ニ ーテ ル 抽出 し，エ ーテ ル エ キ ス （画 分 ［A ］）を得，こ れ を 30倍量 の セ ル ロ ーズ 末 の カ ラ ム ク ロ マ トに て 石 油

工 一テ ル 溶出分 （画分 ［B ］）を得，こ れ に ア セ ト ン を 加 え て ろ 過 し，ろ 液 を画 分 ［C ］ とす る．

　画 分 ［C ］の カ ラ ム ク ロ マ ト　画分 ［C ］の ア セ トン を 留去 し，50 倍量 の シ リカ ゲ ル の カ ラ ム ク m ＃ トに 通導 し，

順次展開溶媒 （hexane ，　 benzene ，　CHC13 ）
1
） を 変 え て 溶出，　 TLCi ）

の Rf 値 を 指標 と し，単
一

ス ・tSッ トを 示 す まで

50 倍量 の シ リカ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ トに 通導し，単
一

画分 とし て TABLE 　II．を得 た．

　画分 〔D ］ 画分 ［B コ の 石 油 工 一テ ル 溶液に 2％ NaOH を 等量加 え 2 時間攪拌 し，1 昼夜放置後石油 工
一テ ル 層

を 分液 し，水洗，芒硝乾燥 ， 石油 工 一テ ル 留去 し画分 ［D ］を 得 る．

　画 分 ［D コの カ ラ ム ク ロ マ ト　50 倍量 の シ リ カ ゲ ル に て ，benzene−AcOEt お よ び CHC13 ，　MeOH を 展開溶媒と

す る ．

　軟紫根の 画分 ［D −1］　無色油状．IR レ盆盤cm
−1

： 2910 ， 2850 ， 1464，1378，720．　NMR （CDCIa．）： O．86 （CH ，），

1．25 （singlet ，　 CH2 ）．

　硬紫根 の 画分 匚D −1］　無色油状．IR レ鑑濃cm
一

工
： 2910

，
2850，1459，1377，757．　 NMR （CDC 工3）： 0．86 （CH ，），

1．25　（CH2）．

　画分 〔D −2］の カ ラ ム ク ロ マ ト　白色 ロ ウ状の 画 分 ［D −2］を Fig，2．の ご と く 50 倍量 の ア ル ミ ナ を 用 い て カ テ

ム ク ロ マ ト．

　軟紫根の 画分 ［D −2A ］　無色 ロ ウ 状．　 mp 　65− 67e （EtOAc ）．IR レ 鷺捨m
冖1

： ca 　2900，　 ca 　2850， 1739， 1465，

1175，　727，　718．

　 軟紫根 の 画 分 ［D −2B ］　無 色粉末．　 mp 　48．5− 49．5°．　 IR は Fig．1．　 MS ； 436，408，380 （M り ； 418，390，

362 （M ÷ − H20 ）； 390，362，334 （M ＋ − H20 − C2H4） よ り CnH2n −、OH （Cs。，28，2s） の 混 合 物 を支持 ．

　軟紫根 の画分 ［D −2Bt］ ［D −2B ］を MeOH で 再結晶 し，　 GLCI3）
で 単

一
の ピ ーク を 得 る．無色板状晶，　 mp 　59−

60°（MeOH ）．　 Anal ．　Calcd：Ca。H6。0 ； C，82．49 ；且，13．85．　 moL 　 wt ．，436．78．　 Found ；C ，82．73 ；H ，13．32．　M ＋

436．IR レ蓋鷺cIn
−1

： 3220 （OH ），2900　and 　2835 （CH2 ），1460 （CH3 ），1120　and 　1073 （C − OH ）．　 MS ： 418 （M
＋ −

H20 ），390 （M
＋ − H20 − C2H4）．10　mg の ［D −2　B ’

］を Et20 （20　ml ）に 溶解 し Pd −C　5　mg で 4 時間攪拌 し て 白色

粉 末 ，mp 　87．5− 88．5°（Me2CO ＞ の n
−triacontano1 （C．，oH610H ）を 得，こ の MS は 43S （M ＋

），420 （M ＋ − H20 ），

392 （M
＋ − H20 − CzH4）．

　硬紫根 の画分 ［D −2］ 無色油状．IR 塩雲cIn
　1

； ca 　2900，1733，1460，1377，1175，716．　GLC13）
で は 顕著 な ビ

ーク は 無い ．

　軟紫根の 画 分 ［D −3］ 無 色粉末．mp 　68°（Me2CO ）．　 IR レ蓋量⊇cm
−1

： 3300 （OH ），2910　and 　2840 （CH2 ）， 1462

（CH3 ），1120 （C − 0 ），1061，1071，1060，727，717，　NMR （CDCI ，）：0．86 （CH3 ），1．26 （CH2 ），3．57 （OCH2 ），5．301

（OH ）．　 MS ： M ÷

の 326
，
354，382

，
410 ，（M

＋ − H20 ） の 308，336，364，392，（M
＋ − H20 − C2H4） の 280，

308，336，364 の 値 は CnH2n÷ iOH （C22，24，26，2s）を支持．　 MS 二 M ＋
の 380，408，433，（M ＋− HzO＞の 362，390，

418 ，（M ＋ H20 − C2H4） の 334，362，390 の 値 は CI、H2 、、一、OH （C25，25 ，3。）を 支持．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 抗菌力試験法

　 被 検菌　Staph冫
，lococcus　 aureus 　209　P ，　Staphylococcus　 aureus 　 TPR 　 27，　 StaphyJococcus　 epidermidis 　TPR 　 25，

Sarcina　iutea　NIHJ ，　 Bacillus　subtilis 　PCI　219，　 Escherichia　coli 　O55，　Pseudomonas 　aeroginosa 　P　32，　Saccharomyces・

cerevisiae 　4500．

　 ペ ーパ ーデ ィ ス ク法 　被検菌 を ハ ートイ ソ フ ユージ ョ ン 培地 9mJ （酵母に は O．　1％ グル コ ース 添加） に 植菌 し，

37°

（酵母 は 30e） に て 24 時間培養後，その 1m ♂を IOe　mt の ハ ート イ ン フ ユージ ョ ン 寒天 培 地 （酵母 に は 0．1％

グ ル コ
ース 添加） に 混和 し， 径 9cm の 滅菌 シ ャ ーレ に 10　ml つ つ 分注 し，試験菌 プ レ ートを 作成，各希釈段階 の

デ ィ ス ク を 乗せ，37°（酵母 は 30°） に て 24 時間培養 し 阻止帯を観察す る ．
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